
1. 演奏 小林範子オリジナル曲 
 

2. 小さな木(こ)の実 ｢美しいパースの娘」から 

作詞海野洋司・作曲ビゼー 

 

一、小さな手のひらに ひとつ 

古ぼけた木の実 にぎりしめ 

小さなあしあとが ひとつ 

草原(そうげん)の中を 駆(か)けてゆく 
 

二、パパとふたりで 拾(ひろ)った 

大切な木の実 にぎりしめ 

ことしまた 秋の丘を 

少年はひとり 駆けてゆく 
 

三、小さな心に いつでも 

しあわせな秋は あふれてる 

風と良く晴れた空と 

あたたかいパパの思い出と 
 

四、坊や 強く生きるんだ 

広いこの世界 お前のもの 

ことしまた 秋がくると 

木の実はささやく パパの言葉 
 

3. 紅葉    作詞高野辰之・作曲岡野貞一 
 

一、秋の夕日に照る山紅葉(やまもみじ) 

濃(こ)いも薄いも数ある中に 

松をいろどる楓(かえで)や蔦(つた)は 

山のふもとの裾模様(すそもよう) 
 

二、渓(たに)の流(ながれ)に散り浮く紅葉 

波にゆられて離れて寄って 

赤や黄色の色様々に 

水の上にも織る錦 
 

4. 虫のこえ    作詞・作曲 不詳 

 

一、あれ松虫が 鳴いている                 

ちんちろちんちろ ちんちろりん 

あれ鈴虫も 鳴き出した 

りんりんりんりん りいんりん 

秋の夜長を 鳴き通す 

ああおもしろい 虫のこえ 
 

二、きりきりきりきり きりぎりす 

がちゃがちゃがちゃがちゃ くつわ虫 

あとから馬おい おいついて 

ちょんちょんちょんちょんすいっちょん 

秋の夜長を 鳴き通す 

ああおもしろい 虫のこえ 
 

5. 五木の子守歌   熊本県民謡 
 

一、どま盆ぎり 盆ぎり 

盆から先ゃ おらんど 

盆が早よ来りゃ 早よもどる 
 

二、おどまかんじん かんじん 

あん人達ゃ よか衆(しゅう) 

よかしゃよか帯(おび) よか着物(きもん) 
 

三、おどんが打死(うっちん)だちゅて 

誰(だい)が泣(にゃ)てくりゅきゃ 

裏の松山 蝉(せみ)が鳴く 

 

6. 宵待草   作詞竹久夢二/西條八十・作曲多忠亮 

 

一、待てど暮らせど来ぬ人を 

宵待草のやるせなさ 

今宵は月も出ぬそうな 
 

二、暮れて河原に星一つ 

宵待草の花が散る 

更けては風も泣くそうな 
 

7. 旅愁  作詞・作曲オードウェイ/訳詞犬童球渓 
 

一、ふけゆく秋の夜 旅の空の 

わびしき思いに ひとり悩む 

恋しやふるさと なつかし父母 

夢路にたどるは さとの家路 

ふけゆく秋の夜 旅の空の 

わびしき思いに ひとり悩む 
 

二、窓うつ嵐に 夢もやぶれ 

はるけきかなたに 心まよう 

恋しやふるさと なつかし父母 

思いに浮かぶは 杜（もり）のこずえ 

窓うつ嵐に 夢もやぶれ 

はるけきかなたに 心まよう 

 

川越の歌 (No.8～10) 

8. よりみち八幡みんぶいなり～民部稲荷の歌 

作詞寺島悦恩・作曲小林範子 

  

一、虹の向こうの八王子 民部さまのお屋敷に 

   毎晩出かける 小坊主しんぼち 
 

 二、あんなとこお寺があったかな  



   それでもおしょうさんはお礼に 

   ごちそういっぱいおもてなし 

 民部さまをおまねき 
 

     ご利益(りやく)いっぱい民部さま  

   ぼんしん山川越へ 

   はちまんえんまん きらりきらり 

   コンコンカップルご成婚 
 

 三、民部さまはごきげん  

ひとつ相撲でもとろうかな 

   強かったあら勝った また勝った民部さま 
 

 四、いちようの下の民部さま  

   いちょうの葉っぱもきらきら 

   大判小判もきらっきら  

   花手水(ちょうず)には てまり花 
 

    ご利益(りやく)いっぱい民部さま  

   ぼんしん山川越へ 

   はちまんえんまん きらりきらり 

   コンコンカップルご成婚 
    

9. 河童の伊勢まいり  

         作詞柿沼宏・作曲小林範子 

  

一、カッパ カッパ カッパカパァ  

カッパ カッパ カッパカパァ  

三部輪唱 繰り返し 

      おいらは小畔(こあぜ)の 小次郎河童 

いたずら好きの 川の主  

仲よしこよしの 三匹で  

お伊勢まいりと しゃれこんだ 

カッパ カッパ カッパカパァ  

               (繰り返し) 
 

 二、カッパ カッパ カッパカパァ  

カッパ カッパ カッパカパァ  

(三部輪唱 繰り返し) 
 

おいらは伊草の 袈裟坊(けさぼう)河童 

しっかり者の 川の主   

たにしのふたに 術(じゅつ)をかけ   

小判にみせて ふるまった 

  カッパ カッパ カッパカパァ  

               (繰り返し) 
   

三、カッパ カッパ カッパカパァ  

カッパ カッパ カッパカパァ  

   (三部輪唱 繰り返し) 

おいらは小沼(こぬま)の かじ坊河童 

ひょうきん者の 川の主 

いんちきばれて 逃げかえり 

二度と旅など 出なかった 

カッパ カッパ カッパカパァ  

                (繰り返し) 
  

10. Mr.スイートポテト   作詞・作曲小林範子 

 

一、Mr. スイートポテト  ぼくはさつまいも 

南の国 から  やってきた 

食べものの 王様 

江戸の飢饉にも 大活躍 

安くてうまい ファーストフード 

ベニアカ ベニはるか 

シルクスウィート 

みんな兄弟 

Mr. スイートポテト いまは「トキモ」 

栗よりうまい １３里 

  With huffing and Puffing 

  Please try one! Try One! 
 

二、Mr. スイートポテト ぼくはさつまいも 

南の国 から  やってきた 

食べものの 王様 

チョコもアイスも ライバルだけど 

ゴディバに負けない ゴジラだぞ 

ベニアカ ベニはるか 

シルクスウィート 

みんな兄弟 

Mr. スイートポテト いまは「トキモ」 

ふうふう言って 食べてね 

With huffing and Puffing   

Please try one! Try One! 
 

11. 虹の玻璃(ちきゅう) 

作詞寺島悦恩・作曲小林範子 

 

一、時は止まった 人影も凍る街 嘆きの星 

The earth can be beautiful again 
    

吹きすさぶ風に 舞い散る灰色の雪 

ともしびの森 

The earth can be beautiful again 
       

かろやかに鳥が   笑いかける花 

輝ける森が    語りかける朝 
       



二、オリオン遥かに よみがえれ夢の星 

虹の玻璃(ちきゅう) 

The earth can be beautiful again 
     

      青い空と 水と風のふるさと 天の箱舟 

The earth can be beautiful again 
     

かろやかに鳥が   笑いかける花 

輝ける森が   語りかける朝 
 

12. 四季の歌    作詞・作曲荒木とよひさ 

 

一、春を愛する人は 心清き人 

すみれの花のような 僕の友だち 
 

二、夏を愛する人は 心強き人 

岩をくだく波のような 僕の父親 
 

三、秋を愛する人は 心深き人 

愛を語るハイネのような 僕の恋人 
 

四、冬を愛する人は 心広き人 

根雪をとかす大地のような 僕の母親 
   

13. とおりゃんせ     わらべ唄 

 

通りゃんせ 通りゃんせ 

ここはどこの 細通じゃ 

天神さまの 細道じゃ 

ちっと通して くだしゃんせ                        

御用のないもの 通しゃせぬ 

この子の七つの お祝いに 

お札を納めに 参ります 

行きはよいよい 帰りはこわい 

こわいながらも 通りゃんせ 通りゃんせ 
 

14. この道      作詞北原白秋・作曲山田耕筰 
 

一、この道は いつかきた道 

ああ そうだよ 

あかしやの花が咲いてる 
 

二、あの丘は いつか見た丘 

ああ そうだよ 

ほら白い 時計台だよ 
 

三、この道は いつかきた道 

ああ そうだよ 

お母様と馬車で行ったよ 
 

四、あの雲も いつか見た雲 

ああ そうだよ 

山査子(さんざし)の  枝も垂れてる 
 

15. 大きな古時計    

作詞保富康午・作曲 Work Henry Clay  

 

一、おおきなのっぽの古時計 

おじいさんの時計 

百年 いつも動いていた 

ご自慢の時計さ 

おじいさんの 生れた朝に 

買ってきた時計さ 
 

いまは もう動かない その時計  

百年 休まずに  

チク タク チク タク  

おじいさんと いっしょに  

チク タク チク タク  

いまは もう動かない その時計  
 

二、何でも知ってる 古時計 

おじいさんの 時計 

きれいな花嫁やってきた 

その日も動いてた 

うれしいことも 悲しいことも 

みな知ってる 時計さ 
 

いまは もう動かない その時計  

百年 休まずに  

チク タク チク タク  

おじいさんと いっしょに  

チク タク チク タク  

いまは もう動かない その時計  
 

三、真夜中に ベルがなった 

おじいさんの 時計 

お別れのときがきたのを 

みなにおしえたのさ 

天国へのぼる おじいさん 

時計とも お別れ 
 

いまは もう動かない その時計  

百年 休まずに  

チク タク チク タク  

おじいさんと いっしょに  

チク タク チク タク  

いまは もう動かない その時計  

 


